
(57)【要約】

【課題】この発明は、簡易な構成で、且つ、簡便にして

容易に高品質な外皮の被覆形成を実現し得るようにする

ことにある。

【解決手段】可撓管素材１３の外周に被着した網状管１

２の表面を周方向に沿って加熱する加熱部２０を備えて

、この加熱部２０で可撓管素材１３の網状管１２の表面

の周方向全体を加熱した状態で、被覆部２５により熱可

塑性弾性体を被着して外皮１４を被覆するように構成し

た。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 螺 旋 状 管 の 外 周 に 網 状 管 が 被 着 さ れ た 可 撓 管 素 材 と 、
　 発 熱 体 と し て 電 磁 誘 導 コ イ ル が 設 け ら れ 、 前 記 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 被 着 し た 前 記 網 状 管
の 表 面 を 周 囲 に 亘 っ て 加 熱 す る 加 熱 部 と 、
　 前 記 加 熱 部 で 加 熱 さ れ た 前 記 網 状 管 の 外 周 に 熱 可 塑 性 弾 性 体 を 被 着 す る 被 覆 部 と 、
　 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 磁 誘 導 コ イ ル は 、 前 記 可 撓 管 素 材 の 網 状 管 の 周 囲 を 囲 む よ う に 設 け ら れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 １ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 電 磁 誘 導 コ イ ル は 、 磁 気 的 に 結 合 さ れ る 複 数 個 を 周 方 向 に 分 離 配 置 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 磁 誘 導 コ イ ル は 、 管 軸 方 向 に 複 数 の 電 磁 誘 導 コ イ ル が 分 離 配 置 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 網 状 管 を 被 着 す る 網 状 管 被 着 工 程 と 、
　 発 熱 体 と し て 電 磁 誘 導 コ イ ル を 用 い て 、 前 記 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 被 着 さ れ た 前 記 網 状 管
の 表 面 を 周 囲 に 亘 っ て 加 熱 す る 加 熱 工 程 と 、
　 前 記 加 熱 処 理 さ れ た 前 記 網 状 管 の 外 周 に 熱 可 塑 性 弾 性 体 を 被 着 す る 被 覆 工 程 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 加 熱 工 程 は 、 前 記 網 状 管 の 周 方 向 表 面 を ８ ５ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ に 加 熱 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 生 体 臓 器 等 の 内 部 を 観 察 し た り 、 術 部 の 処 置 に 供 さ れ る 内 視 鏡 装 置
に 用 い ら れ る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 こ の 種 の 内 視 鏡 可 撓 管 は 、 金 属 製 帯 状 体 を 螺 旋 状 に 巻 回 し た 螺 旋 状 管 の 外 周 に
網 状 管 を 被 せ て 可 撓 管 素 材 を 形 成 し 、 こ の 可 撓 管 素 材 の 外 周 に は 、 熱 可 塑 性 弾 性 体 の 外 皮
が 被 覆 さ れ て 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 内 視 鏡 可 撓 管 の 外 皮 は 、 例 え ば 予 め 可 撓 管 素 材 の 表
面 を 、 ヒ ー タ や 小 型 乾 燥 炉 を 用 い て 加 熱 し て 、 こ の 加 熱 し た 可 撓 管 素 材 を 押 出 し 成 形 機 や
デ ィ ッ ピ ン グ 機 に 装 着 し 、 そ の 外 周 に 熱 可 塑 性 弾 性 体 が 被 せ ら れ て 成 形 さ れ る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の 熱 可 塑 性 弾 性 体 は 、 可 撓 管 素 材 の 予 熱 に よ り 、 溶 融 が 促 進 さ れ
て 可 撓 管 素 材 に 対 し て 強 い 接 合 力 で 被 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 可 撓 管 に お け る 外 皮 を 被 覆 す る 手 段 と し て は 、 金 属 製 素 線 を 含 む 網 状 管 を
形 成 し て 、 こ の 網 状 管 に 可 撓 性 チ ュ ー ブ を 被 せ て 高 周 波 磁 場 内 に 置 い て 外 皮 を 被 着 す る 方
法 も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ４ ２ ２ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ９ ８ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 方 法 で は 、 内 視 鏡 可 撓
管 の 表 面 温 度 を 、 熱 可 塑 性 弾 性 体 の 軟 化 点 温 度 以 上 の 温 度 に 保 た な い と 、 熱 可 塑 性 弾 性 体
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の 安 定 し た 高 品 質 な 溶 融 が 困 難 な た め に 、 接 合 品 質 に バ ラ ツ キ が 生 じ る こ と で 、 そ の 製 造
が 面 倒 で あ る と い う 問 題 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 方 法 で は 、 固 化 し た 可 撓 性 チ ュ
ー ブ の 内 面 が 内 視 鏡 可 撓 管 の 網 状 管 に 発 生 し た 熱 に よ り 溶 融 さ れ る 構 成 の た め に 、 網 状 管
の 網 目 に 充 分 に 浸 透 し な い た め に 接 合 力 が 弱 い と い う 問 題 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 簡 易 な 構 成 で 、 且 つ 、 簡 便 に し て 容 易
に 高 品 質 な 外 皮 の 被 覆 形 成 を 実 現 し 得 る よ う に し た 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 及 び そ の 製 造
方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 螺 旋 状 管 の 外 周 に 網 状 管 が 被 着 さ れ た 可 撓 管 素 材 と 、 発 熱 体 と し て 電 磁 誘
導 コ イ ル が 設 け ら れ 、 前 記 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 被 着 し た 前 記 網 状 管 の 表 面 を 周 囲 に 亘 っ て
加 熱 す る 加 熱 部 と 、 前 記 加 熱 部 で 加 熱 さ れ た 前 記 網 状 管 の 外 周 に 熱 可 塑 性 弾 性 体 を 被 着 す
る 被 覆 部 と 備 え て 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 を 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 被 着 し た 網 状 管 は 、 電 磁 誘 導 コ イ ル を 備 え た 加
熱 部 に お い て 、 そ の 表 面 が 周 囲 に 亘 っ て 加 熱 さ れ る こ と に よ り 、 表 面 温 度 が 均 一 的 に 設 定
さ れ る た め 、 被 覆 部 に お い て 、 高 品 質 な 接 合 が 実 現 さ れ 、 外 皮 接 合 品 質 の 均 一 化 が 図 れ て
、 そ の 製 造 の 簡 便 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 網 状 管 を 被 着 す る 網 状 管 被 着 工 程 と 、 発 熱 体 と
し て 電 磁 誘 導 コ イ ル を 用 い て 、 前 記 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 被 着 さ れ た 前 記 網 状 管 の 表 面 を 周
囲 に 亘 っ て 加 熱 す る 加 熱 工 程 と 、 前 記 加 熱 処 理 さ れ た 前 記 網 状 管 の 外 周 に 熱 可 塑 性 弾 性 体
を 被 着 す る 被 覆 工 程 と を 備 え て 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 方 法 を 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 被 着 し た 網 状 管 は 、 電 磁 誘 導 コ イ ル を 備 え た 加
熱 工 程 に お い て 、 そ の 表 面 が 周 囲 に 亘 っ て 加 熱 さ れ る こ と に よ り 、 表 面 温 度 を 均 一 的 に 設
定 す る た め 、 被 覆 工 程 に お い て 、 高 品 質 な 接 合 が 実 現 さ れ 、 外 皮 接 合 品 質 の 均 一 化 が 図 れ
て 、 そ の 製 造 の 簡 便 化 が 図 れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 簡 易 な 構 成 で 、 且 つ 、 簡 便 に し て 容 易 に 高 品 質
な 外 皮 の 被 覆 形 成 を 実 現 し 得 る よ う に し た 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 を 提
供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 に よ り 製 造 さ れ た 内 視
鏡 可 撓 管 １ ０ を 示 す も の で 、 そ の 基 端 部 が 図 示 し な い 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 に 連 結 さ れ て 組
付 け ら れ る 。 こ の 内 視 鏡 可 撓 管 １ ０ は 、 φ ５ ～ φ １ ３ （ 主 に φ ５ 、 φ ８ 、 φ １ ３ ） に 形 成
さ れ 、 そ の 先 端 部 に 、 例 え ば 図 示 し な い 湾 曲 部 及 び 硬 質 先 端 部 が 順 に 取 付 け 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 即 ち 、 内 視 鏡 可 撓 管 １ ０ は 、 フ レ ッ ク ス と 称 す る 管 本 体 を 構 成 す る 螺 旋 状 管 １ １ が 、 詳
細 を 後 述 す る よ う に 金 属 製 条 帯 が 螺 旋 状 に 巻 回 さ れ て 形 成 さ れ 、 こ の 螺 旋 管 １ １ の 外 周 に
は 、 網 状 管 １ ２ が 被 着 さ れ て 可 撓 管 素 材 １ ３ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 可 撓 管 素 材 １ ３
の 外 周 に は 、 後 述 す る よ う に 熱 可 塑 性 弾 性 体 で 形 成 さ れ る 外 皮 １ ４ が 被 覆 さ れ て 形 成 さ れ
る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 内 視 鏡 可 撓 管 １ ０ を 製 造 す る 場 合 に は 、 先 ず 、 例 え ば ス テ ン レ ス 等 の 金 属 製 条 帯 を
螺 旋 状 に 巻 い た 上 記 螺 旋 状 管 １ １ が 形 成 さ れ 、 網 状 管 被 着 工 程 に お い て 、 こ の 螺 旋 状 管 １
１ の 外 周 に は 、 例 え ば 少 な く と も 一 部 に ス テ ン レ ス 鋼 線 や ベ リ リ ウ ム 銅 線 等 の 金 属 製 の 素
線 を 用 い て 束 ね た 素 線 束 を 編 み 込 ん で 形 成 し た 網 状 管 １ ２ が 被 着 さ れ て 可 撓 管 素 材 １ ３ が
形 成 さ れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 次 に 、 こ の 網 状 管 １ ２ の 被 着 さ れ た 可 撓 管 素 材 １ ３ は 、 加 熱 工
程 に お い て 、 加 熱 部 ２ ０ に よ り 、 そ の 網 状 管 １ ２ の 外 周 が 加 熱 さ れ 、 次 の 被 覆 工 程 に お い
て 、 図 ３ に 示 す よ う に 被 覆 部 ２ ５ に 導 か れ て 、 上 記 外 皮 １ ４ が 後 述 す る よ う に 被 覆 さ れ て
上 記 内 視 鏡 可 撓 管 １ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 即 ち 、 上 記 加 熱 工 程 に お い て 、 網 状 管 １ ２ が 被 着 さ れ た 可 撓 管 素 材 １ ３ は 、 先 ず 、 加 熱
工 程 を 構 成 す る 加 熱 部 ２ ０ に よ り 、 網 状 管 １ ２ の 表 面 が 、 そ の 周 囲 に 亘 っ て 加 熱 さ れ て 例
え ば ８ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ に 加 熱 さ れ る 。 こ の 加 熱 温 度 （ ８ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ ） は 、 外 皮 １ ４ を
構 成 す る 熱 可 塑 性 弾 性 体 で あ る 樹 脂 材 料 の 軟 化 温 度 に よ り 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 加 熱 部 ２ ０ は 、 例 え ば Ｉ Ｈ （ 電 磁 誘 導 加 熱 ） 構 造 を 構 成 す る ダ イ ス と 称 す る リ ン グ
状 の 発 熱 体 ２ １ が 、 好 ま し く は １ ０ ０ ｍ ｍ ～ ３ ０ ０ ｍ ｎ の 長 さ 寸 法 に 形 成 さ れ 、 そ の 内 径
部 に は 、 上 記 可 撓 管 素 材 １ ３ が 発 熱 体 ２ １ と の 間 に ２ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ の 間 隙 を 有 し て 挿 通 さ
れ る 。 こ の 発 熱 体 ２ １ の 内 径 部 は 、 上 記 可 撓 管 素 材 １ ３ の 網 状 管 １ ２ の 外 周 に 所 定 の 間 隙
を 有 し て 対 向 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 発 熱 体 ２ １ に は 、 そ の 周 壁 の 全 周 に 亘 っ て 外 周 か ら 内
周 方 向 に 穿 設 し た 断 面 凹 状 の 収 容 部 ２ １ １ が 設 け ら れ 、 こ の 収 容 部 ２ １ １ に は 、 周 方 向 に
電 磁 誘 導 コ イ ル ２ ２ が 内 装 さ れ る 。 こ の 電 磁 誘 導 コ イ ル ２ ２ は 、 芯 材 ２ ２ １ と 、 該 芯 材 ２
２ １ に 巻 回 さ れ る コ イ ル ２ ２ ２ で 形 成 さ れ 、 図 示 し な い ス イ ッ チ の 切 り 替 え 操 作 に 応 動 し
て 電 力 が コ イ ル ２ ２ ２ に 供 給 さ れ る と 、 芯 材 ２ ２ １ と 協 働 し て 磁 力 を 発 生 し て 発 熱 体 ２ １
の 内 径 部 を 均 一 的 に 加 熱 す る 。 こ こ で 、 発 熱 体 ２ １ の 内 径 部 に 挿 通 さ れ た 可 撓 管 素 材 １ ３
は 、 そ の 網 状 管 １ ２ の 表 面 の 周 方 向 が 発 熱 体 ２ １ に よ り 均 一 に 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 具 体 的 に 、 加 熱 部 ２ ０ は 、 そ の 電 磁 誘 導 コ イ ル ２ ２ と し て 、 １ ２ Ｋ Ｗ ～ １ ３ Ｋ Ｗ の 出 力
で 、 そ の 加 熱 温 度 が ３ ５ ０ ℃ ～ ４ ５ ０ ℃ の も の を 配 し 、 可 撓 管 素 材 １ ３ と の 間 隙 を ２ ０ ｍ
ｍ ～ ５ ０ ｍ ｍ に 設 定 す る こ と に よ り 、 該 可 撓 管 素 材 １ ３ の 網 状 管 １ ２ の 表 面 温 度 を ８ ０ ℃
～ １ ０ ０ ℃ に 加 熱 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 上 記 加 熱 部 ２ ０ で 網 状 管 １ ２ の 表 面 が 加 熱 さ れ た 可 撓 管 素 材 １ ３ は 、 上 記 被 覆 部
２ ５ に 導 か れ て 、 熱 可 塑 性 弾 性 体 が 被 着 さ れ て 外 皮 １ ４ が 被 覆 さ れ る 。 こ の 被 覆 部 ２ ５ は
、 例 え ば 樹 脂 押 出 し 成 形 機 で 構 成 さ れ 、 樹 脂 材 料 、 例 え ば エ ラ ス ト マ ー 等 の 熱 可 塑 性 弾 性
体 を 、 上 記 可 撓 管 素 材 １ ３ の 網 状 管 １ ２ の 外 周 に 被 着 し て 被 覆 す る 。 こ の 際 、 熱 可 塑 性 弾
性 体 は 、 可 撓 管 素 材 １ ３ の 網 状 管 １ ２ の 熱 量 に よ り 、 そ の 内 面 が 溶 融 さ れ て 該 網 状 管 １ ２
の 網 目 に 進 入 さ れ て 凝 固 さ れ 、 該 網 状 管 １ ２ の 外 周 に 被 覆 さ れ て 外 皮 １ ４ と し て 形 成 さ れ
る 。 こ れ に よ り 、 外 皮 １ ４ は 、 可 撓 管 素 材 １ ３ の 網 状 管 １ ２ の 外 周 に 所 望 の 接 合 力 を 有 し
て 被 覆 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 は 、 可 撓 管 素 材 １ ３ の 外 周 に 被 着 し た 網 状 管
１ ２ の 表 面 を 周 方 向 に 沿 っ て 加 熱 す る 加 熱 部 ２ ０ を 備 え て 、 こ の 加 熱 部 ２ ０ で 可 撓 管 素 材
１ ３ の 網 状 管 １ ２ の 表 面 の 周 方 向 全 体 を 加 熱 し た 状 態 で 、 被 覆 部 ２ ５ に よ り 熱 可 塑 性 弾 性
体 を 被 着 し て 外 皮 １ ４ を 被 覆 す る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 可 撓 管 素 材 １ ３ の 外 周 に 被 着 し た 網 状 管 １ ２ は 、 加 熱 部 ２ ０ に お い て 、
そ の 表 面 が 周 囲 （ 全 周 ） に 亘 っ て 加 熱 さ れ て 、 表 面 温 度 が 均 一 的 に 設 定 さ れ る た め 、 被 覆
部 ２ ５ に お い て 、 熱 可 塑 性 弾 性 体 の 内 面 が 確 実 に 溶 融 さ れ て 網 状 管 １ ２ の 網 目 に 進 入 さ れ
、 堅 牢 で 高 品 質 な 接 合 が 実 現 さ れ た 外 皮 １ ４ を 被 覆 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 結 果 、 内
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視 鏡 可 撓 管 １ ０ に お け る 外 皮 接 合 品 質 の 均 一 化 が 図 れ 、 そ の 製 造 に お け る 簡 便 化 が 実 現 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 被 覆 部 ２ ５ と し て 樹 脂 押 出 し 成 形 機 を 用 い て 構 成 し た 場 合
を 代 表 し て 説 明 し た 場 合 で 説 明 し た が 、 こ れ に 限 る こ と な く 、 そ の 他 、 い わ ゆ る デ ィ ッ ピ
ン グ 機 を 用 い て 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 即 ち 、 こ の 実 施 の 形 態 に い て は 、 例 え ば 図 ４
に 示 す よ う に チ ュ ー ブ 状 に 形 成 し た 熱 可 塑 性 弾 性 体 ３ ０ に 対 し て 可 撓 管 素 材 １ ３ を 挿 入 し
て 、 そ の 網 状 管 １ ２ の 外 周 に 外 皮 １ ４ を 被 覆 す る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 加 熱 部 ２ ０ を 管 軸 方 向 （ 図 中 矢 印 方 向 ） に 移 動 さ せ て 可 撓
管 素 材 １ ３ の 網 状 管 １ ２ の 表 面 を 順 に 加 熱 し な が ら 、 同 様 に 加 熱 し た 状 態 で 、 可 撓 管 素 材
１ ３ の 網 状 管 １ ２ を チ ュ ー ブ 状 の 熱 可 塑 性 弾 性 体 ３ ０ 内 に 挿 通 さ せ る こ と に よ り 、 熱 可 塑
性 弾 性 体 ２ ０ の 内 面 が 溶 融 さ れ て 接 合 さ れ 、 同 様 に 堅 牢 に 接 合 さ れ た 外 皮 １ ４ を 被 覆 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 こ の 収 容 部 ２ １ １ に 全 周 に 亘 っ て 巻 回 し た 電 磁 誘 導 コ イ ル ２ ２ を 収 容 配 置 す る よ
う 構 成 し た 場 合 で 説 明 し た が 、 こ れ に 限 る こ と な く 、 そ の 他 、 図 ５ 、 図 ６ 乃 至 図 ８ 、 図 ９
に そ れ ぞ れ 示 す よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で 、 い ず れ の 実 施 の 形 態 に お い て も 、 同 様 の 効
果 が 期 待 さ れ る 。 但 し 、 図 ５ 乃 至 図 ９ に お い て は 、 上 記 図 １ 乃 至 図 ４ と 同 一 部 分 に つ い て
、 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 先 ず 、 図 ５ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 発 熱 体 ３ １ に 複 数 、 例 え ば 外 周 か ら 内 周 方 向 に 穿
設 し た ４ 個 の 凹 状 の 収 容 部 ３ １ １ を 管 軸 回 り に 所 定 の 間 隔 に 設 け 、 こ の 収 容 部 ３ １ １ に そ
れ ぞ れ 電 磁 誘 導 コ イ ル ３ ２ を 内 装 し て 加 熱 部 を 構 成 し て も の で あ る 。 こ の 複 数 の 電 磁 誘 導
コ イ ル ３ ２ は 、 例 え ば 断 面 Ｅ 字 状 の 芯 材 ３ ２ １ と 、 該 芯 材 ３ ２ １ の 中 心 部 に 巻 回 さ れ る コ
イ ル ３ ２ ２ で 形 成 さ れ 、 図 示 し な い ス イ ッ チ の 切 り 替 え 操 作 に 応 動 し て 電 力 が 各 コ イ ル ３
２ ２ に 供 給 さ れ る と 、 芯 材 ３ ２ １ と 協 働 し て 磁 力 を 発 生 し て 発 熱 体 ３ １ の 内 径 部 を 全 周 に
亘 っ て 均 一 的 に 加 熱 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 発 熱 体 ３ １ の 内 径 部 に 挿 通 さ れ た 可 撓 管 素 材 １ ３ は 、 そ の 網 状 管 １ ２ の 表
面 の 周 囲 に 亘 る 領 域 が 、 該 発 熱 体 ３ １ に よ り 溶 融 に 適 し た 温 度 に 均 一 に 加 熱 さ れ 、 被 覆 １
４ の 高 品 質 な 被 着 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ６ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 発 熱 体 ４ １ を パ イ プ 状 に 形 成 し て 、 こ の パ イ プ 状
の 発 熱 体 ４ １ に 対 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 電 磁 誘 導 コ イ ル ４ ２ ， ４ ３ を 管 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔
を 有 し て 熱 的 に 結 合 し て 配 置 し て 加 熱 部 ４ ０ を 構 成 し た も の で あ る 。 そ し て 、 こ の 加 熱 部
４ ０ は 、 そ の 発 熱 体 ４ １ 内 に 上 記 可 撓 管 素 材 １ ３ が 遊 挿 さ れ 、 そ の 第 １ 及 び 第 ２ の 電 磁 誘
導 コ イ ル ４ ２ ， ４ ３ に 図 示 し な い 電 源 装 置 を 介 し て 電 力 が 供 給 さ れ る と 、 発 熱 し て 可 撓 管
素 材 １ ３ の 網 状 管 １ ２ の 表 面 を 周 囲 に 亘 っ て 加 熱 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 上 記 可
撓 管 素 材 １ ３ の 網 状 管 １ ２ の 管 軸 方 向 の 広 い 範 囲 の 表 面 の 周 囲 を 加 熱 で き る こ と に よ り 、
さ ら に 有 効 な 効 果 を 期 待 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ７ 乃 至 図 ９ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 略 ハ ー フ パ イ プ 形 状 の 発 熱 体 ５ １ に 電 磁
誘 電 体 コ イ ル を 構 成 す る コ イ ル ５ ２ を 埋 設 し （ 図 ８ 及 び 図 ９ 参 照 ） 、 こ の 発 熱 体 ５ １ を ２
個 略 管 状 （ パ イ プ 状 ） に 組 み 合 わ せ 結 合 し て 加 熱 部 ５ ０ を 形 成 し た も の で あ る 。 そ し て 、
こ の 加 熱 部 ５ ０ は 、 そ の 発 熱 体 ５ １ 内 に 上 記 可 撓 管 素 材 １ ３ が 遊 挿 さ れ 、 そ の コ イ ル ５ ２
に 図 示 し な い 電 源 装 置 を 介 し て 電 力 が 供 給 さ れ る と 、 発 熱 し て 可 撓 管 素 材 １ ３ の 網 状 管 １
２ の 表 面 を 周 囲 に 亘 っ て 加 熱 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お い て も 、 同 様 に 上 記 可 撓 管 素 材 １
３ の 網 状 管 １ ２ の 管 軸 方 向 の 広 い 範 囲 の 表 面 の 周 囲 を 加 熱 で き る こ と に よ り 、 有 効 な 効 果
を 期 待 す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 よ っ て 、 こ の 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 る こ と な く 、 そ の 他 、 実 施 段 階 で は そ の 要 旨
を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 形 を 実 施 し 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 に
は 、 種 々 の 段 階 の 発 明 が 含 ま れ て お り 、 開 示 さ れ る 複 数 の 構 成 要 件 に お け る 適 宜 な 組 合 せ
に よ り 種 々 の 発 明 が 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 例 え ば 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 件 か ら 幾 つ か の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ て も 、 発 明 が 解
決 し よ う と す る 課 題 の 欄 で 述 べ た 課 題 が 解 決 で き 、 発 明 の 効 果 で 述 べ ら れ て い る 効 果 が 得
ら れ る 場 合 に は 、 こ の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ た 構 成 が 発 明 と し て 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 上 記 各 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う な 構 成 を 得 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 （ 付 記 １ ）
　 螺 旋 状 管 の 外 周 に 網 状 管 が 被 着 さ れ た 可 撓 管 素 材 と 、
　 発 熱 体 と し て 電 磁 誘 導 コ イ ル が 設 け ら れ 、 前 記 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 被 着 し た 網 状 管 の 表
面 を 周 方 向 に 沿 っ て 加 熱 す る 加 熱 部 と 、
　 前 記 加 熱 部 で 加 熱 さ れ た 前 記 網 状 管 の 外 周 に 熱 可 塑 性 弾 性 体 を 被 着 し た 内 視 鏡 可 撓 管 を
形 成 す る 被 覆 部 と 、
　 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 （ 付 記 ２ ）
　 前 記 電 磁 誘 導 コ イ ル は 、 前 記 可 撓 管 素 材 の 網 状 管 の 周 囲 を 囲 む よ う に 発 熱 体 が 設 け ら れ
る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 （ 付 記 ３ ）
　 前 記 電 磁 誘 導 コ イ ル は 、 磁 気 的 に 結 合 さ れ る 複 数 個 を 周 方 向 に 分 離 配 置 し た こ と を 特 徴
と す る 付 記 １ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 （ 付 記 ４ ）
　 前 記 電 磁 誘 導 コ イ ル は 、 管 軸 方 向 に 複 数 の 電 磁 誘 導 コ イ ル が 分 離 配 置 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 付 記 ２ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 （ 付 記 ５ ）
　 前 記 加 熱 部 は 、 前 記 網 状 管 の 周 方 向 表 面 を ８ ５ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ に 加 熱 す る こ と を 特 徴 と す
る 付 記 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 （ 付 記 ６ ）
　 前 記 被 覆 部 は 、 前 記 網 状 管 の 外 周 に 押 出 し 成 形 に よ り 熱 可 塑 性 弾 性 体 を 被 着 す る こ と を
特 徴 と す る 付 記 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 （ 付 記 ７ ）
　 前 記 被 覆 部 は 、 前 記 網 状 管 の 外 周 に チ ュ ー ブ 状 の 熱 可 塑 性 弾 性 体 を 被 着 す る こ と を 特 徴
と す る 付 記 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 （ 付 記 ８ ）
　 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 網 状 管 を 被 着 す る 網 状 管 被 着 工 程 と 、
　 発 熱 体 と し て 電 磁 誘 導 コ イ ル が 設 け ら れ 、 前 記 可 撓 管 素 材 の 外 周 に 被 着 さ れ た 前 記 網 状
管 の 表 面 を 周 方 向 に 沿 っ て 加 熱 す る 加 熱 工 程 と 、
　 発 熱 体 と し て 電 磁 誘 導 コ イ ル が 設 け ら れ 、 前 記 加 熱 処 理 さ れ た 前 記 網 状 管 の 外 周 に 熱 可
塑 性 弾 性 体 を 被 着 し た 内 視 鏡 可 撓 管 を 形 成 す る 被 覆 工 程 と 、
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　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 （ 付 記 ９ ）
　 前 記 加 熱 工 程 は 、 前 記 網 状 管 の 周 方 向 表 面 を ８ ５ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ に 加 熱 す る こ と を 特 徴 と
す る 付 記 ８ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 　 （ 付 記 １ ０ ）
　 前 記 被 覆 工 程 は 、 前 記 網 状 管 の 外 周 に 押 出 し 成 形 に よ り 熱 可 塑 性 弾 性 体 を 被 着 す る こ と
を 特 徴 と す る 付 記 ８ 又 は ９ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 　 （ 付 記 １ １ ）
　 前 記 被 覆 工 程 は 、 前 記 網 状 管 の 外 周 に チ ュ ー ブ 状 の 熱 可 塑 性 弾 性 体 を 被 着 す る こ と を 特
徴 と す る 付 記 ８ 又 は ９ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 に よ り 製 造 さ れ た 内 視 鏡
可 撓 管 の 構 造 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 の 要 部 を 取 出 し て 示 し た
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 加 熱 部 と 可 撓 管 素 材 と の 配 置 状 態 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 の 被 覆 部 を 取 出 し て 示
し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 の 加 熱 部 を 取 出 し て 示
し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 の 加 熱 部 を 取 出 し て 示
し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 可 撓 管 の 製 造 装 置 の 加 熱 部 を 取 出 し て 示
し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 加 熱 部 を 構 成 す る ハ ー フ パ イ プ 状 の 発 熱 体 を 取 出 し て 示 し た 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 図 ８ の ハ ー フ パ イ プ 状 の 発 熱 体 を パ イ プ 状 に 結 合 し た 状 態 を 示 し た 斜 視 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ ０ … 内 視 鏡 可 撓 管 、 １ １ … 螺 旋 状 管 、 １ ２ … 網 状 管 、 １ ３ … 可 撓 管 素 材 、 １ ４ … 外 皮
、 ２ ０ … 加 熱 部 、 ２ １ … 発 熱 体 、 ２ １ １ … 収 容 部 、 ２ ２ … 電 磁 誘 導 コ イ ル 、 ２ ２ １ … 芯 材
、 ２ ２ ２ … コ イ ル 、 ２ ５ … 被 覆 部 、 ３ ０ … 熱 可 塑 性 弾 性 体 、 ３ １ … 発 熱 体 、 ３ １ １ … 収 容
部 、 ３ ２ … 電 磁 誘 導 コ イ ル 、 ３ ２ １ … 芯 材 、 ３ ２ ２ … コ イ ル 、 ４ ０ … 加 熱 部 、 ４ １ … 発 熱
体 、 ４ ２ … 第 １ の 電 磁 誘 導 コ イ ル 、 ４ ３ … 第 ２ の 電 磁 誘 導 コ イ ル 、 ５ ０ … 加 熱 部 、 ５ １ …
発 熱 体 、 ５ ２ … コ イ ル 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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